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研究成果の概要（和文）：近年、海洋生態系を効果的に保全するために、海洋生物の保全にとって重要な海域を
効率的に抽出することが求められている。本研究では北海道で繁殖する潜水性海鳥ウトウが繁殖後に集中して利
用する海域を調べることで、日本周辺の外洋域における重要保全海域の特定を行った。その結果、複数の繁殖地
のウトウが秋にはオホーツク海のサハリン東岸沖海域を、冬には朝鮮半島周辺海域を複数年に渡って集中的に利
用していることが明らかとなり、これらの海域を重要保全海域として特定した。

研究成果の概要（英文）：It is increasingly recognized that the identification of Ecologically or 
Biologically Significant Areas (EBSAs) is an important step in protecting marine ecosystems and 
biodiversity from human impacts. However, it is often difficult to delineate EBSAs in offshore 
pelagic waters due to the paucity of biological data. In this study, we explored the use of seabird 
behavioral and physiological data to identify EBSAs in offshore pelagic waters. Specifically, we 
tracked post-breeding movement of Rhinoceros Auklets from two islands (Teuri and Daikoku Islands) in
 Hokkaido over multiple years, and then identified the areas of high use. The auklets from both 
islands consistently used heavily the areas at the east of Sakhalin Island, Okhotsk Sea, in autumn, 
and then in southern Japan Sea around Korean Peninsula in winter. In fact, other seabird species 
also migrate these areas from outside Japan, which suggest the EBSAs identified here would be 
internationally important for marine conservation.

研究分野： 動物生態学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
日本周辺において重要海域を抽出する作業は環境省を中心に行われてきたが、外洋域の生物データが少なく、重
要海域を効果的に絞り込めていない。本研究は、魚類などを大量に消費する海鳥ウトウの行動データを用いるこ
とで、外洋域において効率的に重要保全海域が特定できることを示した。特定された重要海域はロシア・韓国な
どにもまたがっており、国際的な保全活動の展開に向けて今後のデータの拡充が必要であることが示唆された。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
近年、海洋生態系保全のために、生物多様性の保全上重要度の高い海域 (重要海域：Ecologically 

or Biologically Significant Area; EBSAs)を抽出し、その海域の重点的な保全をはかろうとする取
り組みが世界で進められている。日本においても環境省が中心となって、重要海域抽出の作業
が進められ、その具体的な海域や策定プロセスの公表が進められつつある。しかし、これまで
の策定プロセスの中で、１）生態情報が沿岸海域に比べ、沖合の外洋海域では特に少ないこと、
２）重要海域は環境変化等により年ごとに変動する可能性があり、重要海域の安定性・変動性
をモニタリングする必要があること、３）生物の生活史（生存・繁殖）にとって重要な海域で
あることが重要海域の国際基準の一つだが、重要性の証明が困難であること、などの課題が指
摘されていた。これらの課題を解決するために、海鳥類の行動と生理ストレスを複数年にわた
って計測し、そこから重要保全海域を特定する手法が有効なのではないかと考え、本研究を開
始した。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、魚類などを大量に消費する海鳥を指標種として、外洋域において効率的に重

要保全海域を特定する手法を確立することである。具体的には、日本周辺海域に分布する主要
な潜水性海鳥ウトウの繁殖後の移動経路を調査し、複数の繁殖地のウトウが複数年に渡って集
中的に利用する海域を抽出することを目的とする。また抽出された海域がウトウの生存にとっ
て重要であることを、ウトウの採餌行動や生理ストレス分析から明らかにすることを目的とす
る。 
 
３．研究の方法 
 平成 27〜30 年度の間に、北海道天売島および大
黒島のウトウ繁殖地で野外調査を実施し、小型照
度記録計の装着・回収（図１）および血液・羽根
のサンプル採取を実施した。野外調査終了後、回
収した小型照度記録計から照度データをダウンロ
ードし、日長時間の計算を行って繁殖後の移動経
路を推定した。血液・羽根サンプルについては、
食性を解析するための安定同位体分析、生理スト
レスレベルを解析するためのストレスホルモン
（コルチコステロン）濃度の分析を、名城大学お
よびアラスカ大学フェアバンクス校で実施した。     図 1:ウトウの足に装着した小型照度記録計 
 
４．研究成果 
(1) ウトウが集中的に利用した重要海域 
 繁殖後の移動経路についてカーネル密度解析を行って、秋(8-9 月)および冬(12-1 月)にウトウ
が集中的に利用していた海域を繁殖地ごと、調査年ごとに特定した（図２）。天売島については
平成 27 年以前にとられたデータも同時に解析した。その結果、天売島・大黒島いずれの繁殖地
の個体も、秋にはオホーツク海のサハリン東岸沖海域を、また冬には対馬海峡など朝鮮半島周
辺海域を集中的に利用していることが明らかになった。               
 ウトウが集中して利用した海域は、調査を行った複数年の間で大きく重複しており、ウトウ
がこれらの海域を、年を越えて安定して利用していることが示された。 
 オホーツク海や日本海南部は、オ
ーストラリアで繁殖するミズナギ
ドリやカナダで繁殖するウミスズ
メの越冬地になっていることが最
近明らかになっており、これらの海
域は、海鳥の保全を考える上で国際
的に重要な海域であることが示唆
された。これらの海域はロシア・
韓国などの領海にもまたがってお
り、国際的な保全活動の展開に向
けて今後のデータの拡充が必要で
あると考えられる。 

図２：天売島のウトウの集中利用海域（年ごとに示す） 
(2) 利用海域での採餌行動・生理ストレス 
 ウトウが集中的に利用した海域での採餌行動を明らかにするため、照度記録計に付属の深度
および着水のセンサーから潜水行動・飛翔行動を調べた。ウトウは秋の期間(8-10 月)にオホ
ーツク海のサハリン東岸沖海域を主に利用していたが、この間、7 週間もの間ほとんど飛
翔を行わないことがわかった。これは翼の風切羽根が一斉に換羽する時期に対応しており、
換羽によって飛翔能力が落ちると効率的に餌生物を探すことが難しくなると考えられる。
サハリン東岸沖海域が換羽期のウトウの生存にとって重要な海域であることが示唆された。



一方で、ウトウの一日当たりの総潜水時間は冬の期間(12-2 月)に増加しており、繁殖前の
エネルギー蓄積を行うために採餌の努力量を上げていると考えられた。したがって、ウト
ウが冬の期間に利用する朝鮮半島周辺海域や日本海東部の新潟沖海域は、ウトウの繁殖に
とって潜在的に重要な海域であると示唆された。 
一方、冬の期間の利用海域は個体によって朝鮮半島周辺海域と新潟沖周辺に分かれてい

たが、羽根の炭素・窒素安定同位体比や蓄積されたストレスホルモンの濃度には利用海域
による違いは見られなかった。また、炭素・窒素安定同位体比およびストレスホルモンの
濃度には年間の違いが見られ、越冬海域の海洋環境の年変動がウトウの食性・生理ストレ
スレベルに影響していることが示唆された。 
 
(3) 海鳥の移動データを重要海域抽出・海域保全に使う際の課題 
 平成 28 年 3 月の日本生態学会で自由集会「外洋域における重要海域特定への海鳥の利用とそ
の課題」（オーガナイザー：綿貫豊・高橋晃周）を開催し、外洋域での重要海域特定に海鳥の移
動・分布データを用いることの妥当性や注意点に関する議論を行った。この内容について取り
まとめ、総説論文として発表した（論文③）。 
 また海鳥類における重要海域の空間スケールの種間比較（論文②）や、海洋動物の移動経
路から決めた重要海域を効果的に海域保全に用いるための方策検討（論文①）に関わる国
際共同研究にも参画し、共著論文として発表した。 
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